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｢粒剤(殺虫剤)｣の植溝処理は、新芽を食べるハリガネムシなどの土壌害虫を防除
します。また、根から薬剤が吸い上げられてイネヨトウなどメイチュウ類の対策に
効果的です。除草剤は、雑草が生える前に発芽をおさえる土壌処理剤(DCMU剤等)が
あります。しっかり するため生育初期の雑草対策を。

平成27年3月6日 （2P）普 及 だ よ り

（担当：川之上）

北部地区では株出し栽培が７割を超え、機械収穫率も７割以上と
高くなっていることから、株出し単収の向上が、生産量の増加と
所得向上の鍵です。

収
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葉ガラ除去

葉ガラ有り

株出し管理機

イネヨトウ ｶﾝｼｬｼﾝｸｲﾊﾏｷ
メイチュウ類

ハリガネムシ アオドウガネ
土壌害虫

葉ガラが株元を覆っていると、日光を遮り発芽や
分げつを抑えます。雑草に覆われているのと同じで
す。 早めに除去しましょう。

春植え・株出しで６～７月、夏植えでは４～５月
頃最終施肥していますので、 状態で、
土の中に栄養がありません。発芽のための肥料を早
めに投入してあげましょう。

株が無いところからは、いつまで待って
も、肥料を入れても生えてきません。梢
頭部苗や一芽苗などを準備して補植しま
しょう。

株揃え＋施肥＋農薬
(粒剤)・除草剤散布など、
いっぺんにできる機械
があります。

※機械作業の申込は、JAや

さとうきび協議会へお問い

合わせください。
害虫画像出典：さとうきび栽培指針(沖縄県農林水産部)



平成27年3月6日 （3P）普 及 だ よ り

（担当：新城）

オクラは熱帯原産の野菜で発芽適温は25℃～30℃です。まだ
気温が低い春先は発芽まで日数がかかるため、苗立枯病の発生に
注意する必要があります。

平成25年に北部地区のオクラ圃場12カ所で発芽率を調査し

た結果、３月下旬播種では平均発芽率約50％、４月上旬播種で

は約80％でした（普及指導員調査研究より）。

苗立枯病

播種時にリゾレックス水和剤1,000倍とタ

チガレン液剤500～1,000倍を植穴潅注し

ます。

種子深２㎝

（発芽率80％）

種子深４㎝

（発芽率40％）

種子が地下深くに転がり落ちると、発芽まで日数がかかり発芽

不良を起こします。播種穴は瓶底な

どで軽く押し固め、培養土等で１～

２㎝程度覆土します。回りの土を寄

せると播種穴にひび割れが生じ種子

が地下に落ちやすくなるので注意し

ましょう。

寒風や過湿が発芽率の低下を招きます。播種にあたり、圃場

周辺の防風垣設置、高畝による排水対策が必要です。



お

（主な活動実績）

・推進会議、調整会議の開催

・（リーダー育成）久米島先進地視察研修

「いもの日」関連行事(講演会)の参加

・かんしょ青果用品種の導入に向けた展示ほ設置

・栽培講習会（かんしょ、かぼちゃ）、加工講習会

・ゾウムシ防除登録農薬の普及推進

・特産品開発に向けての県外視察研修 等々

平成27年3月6日 （4P）普 及 だ よ り

（担当：屋良）

「いもの日」関連行事へ参加 栽培講習会

（担当：長山）

生産者と料理人を繋ぐ「山田朝市」


